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励
ま
し
の
言
葉

「
若
き
日
に
薔ば

ら薇
を
摘
め
」
と
い
う
諺
（
こ

と
わ
ざ
）
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

薔
薇
を
摘
む
と
棘と
げ

が
刺
さ
っ
て
、
痛
み
と
共

に
血
が
滲に
じ

み
ま
す
。
で
も
、
若
い
人
は
す
ぐ
に

治
る
の
だ
か
ら
、
怖
が
ら
ず
に
何
で
も
手
を
出

し
て
み
な
さ
い
。
挑
戦
し
て
み
な
さ
い
と
い
う

意
味
で
す
。

「
若
さ
」
は
、
誰
に
で
も
、
一
度
は
与
え
ら

れ
る
特
権
、「
失
敗
が
許
さ
れ
る
」
と
い
う
特
権
。

し
か
し
、
こ
れ
を
誤
解
し
て
「
世
の
中
は
甘

い
」
と
考
え
た
ら
人
生
を
し
く
じ
り
ま
す
。
甘

い
か
ら
許
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、
若
い
と

き
は
失
敗
を
成
功
に
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
許
さ
れ
る
の
で
す
。

時
代
の
変
わ
り
目
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
よ
う
と
、
時じ
り
ゅ
う流
に
流
さ
れ
ず
、
人
に
流
さ
れ

ず
、
自
分
の
将
来
像
を
し
っ
か
り
イ
メ
ー
ジ
し

て
強
い
意
志
と
希
望
を
も
っ
て
、
御
自
分
の
人

生
を
切
り
拓
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
失
敗
を
恐
れ
ず
多
く
の
経
験

を
積
み
、
人
と
の
か
か
わ
り
を
も
た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
苦
労
知
ら
ず
の
人
生
で
は
「
幸
せ
」

の
価
値
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
若
き
日
に
薔
薇

を
摘
め
」
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

失
敗
を
含
め
て
多
く
の
経
験
を
積
み
、
自
己

研
鑽
に
励
み
、
夢
に
挑
戦
し
て
、「
自
分
ら
し

さ
の
花
」
を
見
事
に
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

染
谷
絹
代
島
田
市
教
育
委
員

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日
㈰
午
前
十
時
か
ら
六
合

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
日
㈰
午
前
十
時
か
ら
六
合

公
民
館
に
て
「
島
田
市
成
人
式
（
六
合
中
学
校
区
）」

公
民
館
に
て
「
島
田
市
成
人
式
（
六
合
中
学
校
区
）」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
六
合
地
区
の
新
成
人
は
、
男
九
十
三
名

　

今
年
の
六
合
地
区
の
新
成
人
は
、
男
九
十
三
名

女
九
十
八
名
計
百
九
十
一
名
で
、
式
に
は
男
七
十
名

女
九
十
八
名
計
百
九
十
一
名
で
、
式
に
は
男
七
十
名

女
六
十
九
名
計
百
三
十
九
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

女
六
十
九
名
計
百
三
十
九
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
二
十
一
年
度
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
祭
が
十
月
十
七
日
㈯
・
十
八
㈰
の
両
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
昭
和
四
十
七
年

よ
り
三
十
数
年
に
わ
た
り
展
示
会
場
と
な
っ

て
い
た
旧
コ
ミ
セ
ン
に
別
れ
を
告
げ
、
六
合

小
体
育
館
北
側
に
建
て
ら
れ
た
新
公
民
館
・

ロ
ク
テ
ィ
で
開
催
す
る
初
め
て
の
文
化
祭
と

な
り
ま
し
た
。

文
化
部
で
は
展
示
部
門
の
割
り
振
り
に
つ

い
て
事
前
に
検
討
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
出
展
数
も
多
く
予
定
通
り
に
新
会

場
へ
収
ま
る
の
か
、
開
催
日
当
日
ま
で
不
安

で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
蓋
を

開
け
て
み
れ
ば
参
加
団
体
の
皆
さ
ん
の
手
際

の
よ
い
会
場
設
営
で
、
開
始
一
時
間
前
に
は

ほ
ぼ
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

例
年
通
り
体
育
館
に
は
園
児
・
児
童
の
い

き
い
き
と
し
た
絵
や
工
作
が
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
、
ロ
ク
テ
ィ
の
各
部
屋
に
は
出
展
者
の

方
々
が
手
塩
に
か
け
た
美
し
い
作
品
、
力
強

い
作
品
、
精せ

い
ち緻
な
作
品
の
数
々
が
揃
い
、
ま

た
軽
食
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
操

る
高
校
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
学
生
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
祭
に
相
応
し
い
雰
囲
気

を
お
お
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
土
曜
午
後
の
開
始
以
降
は
日
曜
も

終
日
、
会
場
は
六
合
地
区
の
大
勢
の
皆
さ
ん

で
賑
わ
い
、
其そ

れ
ぞ
れ々

の
作
品
の
完
成
度
の
高
さ

に
驚
い
た
り
、
感
心
し
た
り
す
る
人
々
の
姿

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

文化祭文化祭文化祭
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ま
た
日
曜
午
後
か
ら
の
芸
能
発
表
で
は
、

園
児
た
ち
の
屈
託
の
な
い
明
る
い
笑
顔
に
癒

さ
れ
、
お
歳
を
召
し
た
出
演
者
の
パ
ワ
ー
に

圧
倒
さ
れ
、
さ
ら
に
用
意
し
た
座
席
を
大
幅

に
上
回
る
立
ち
見
の
お
客
様
に
囲
ま
れ
た
六

合
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
感
動
し
、
部
員
で

さ
え
舞
台
の
袖
に
い
な
が
ら
大
事
な
運
営
を

忘
れ
そ
う
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

歴
史
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
祭
と
い

う
地
域
交
流
の
場
に
、
直
接
関
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
誇
り
で
あ
る
と
と
も
に
今
後
は

反
省
す
べ
き
点
・
課
題
を
含
め
た
本
年
度
の

経
験
を
、
次
年
度
の
改
善
に
活
か
せ
る
様
微

力
な
が
ら
お
手
伝
い
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
展
示
や
芸
能
発
表
に
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
子
供
た
ち
や
先
生
方
・
各
団
体

の
皆
さ
ん
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
交
通
整
理

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
交
通
安
全
部
の
皆
さ
ん
、

準
備
と
運
営
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
公
民
館
職
員
の
方
々
や
本
部
役
員
・
職

員
・
部
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
何
よ
り
ご
来

場
い
た
だ
い
た
大
勢
の
六
合
地
域
の
皆
さ
ん

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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二
月
十
四
日
㈰
、
六
合
公
民
館
『
ロ
ク
テ
ィ
』
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年

度
四
月
の
入
学
児
童
百
四
十
六
名
を
対
象
に
し
た
、
入
学
祝
い
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
子
供
た
ち
が
集
ま
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
オ
ー
ト
ハ
ー
プ

『
ひ
ま
わ
り
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

入
学
祝
い
の
会

入
学
祝
い
の
会
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平
成
二
十
二
年
元
旦
。
風
花
の
舞
う
寒
さ
の
厳
し
い
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
合
駅
前
の
八
幡
神
社
は
朝
早
く
か
ら
初
詣
を
す
る
人
た
ち
で
賑
わ
い
、
御
神
酒
や
甘
酒
が
振

る
舞
わ
れ
、
お
正
月
の
活
気
あ
る
風
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
二
月
七
日
㈰
、
六
合
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
主
催
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
が
六
合

小
学
校
体
育
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
選
手
数
は
三
十
九
人
で
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
真
剣
な
プ
レ
ー
が

随
所
に
見
ら
れ
、
体
育
館
は
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

初
詣
初
詣

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

小学校に入学するので勉強を
がんばる。（幼年長 弟）

家族みんなが健康で元気に
過ごせますように。（母）

勉強をがんばる。（小３ 兄）

健康第一。
けがのないように。（父）

順　位

１　位

２　位

３　位

４　位

ポパイと仲間達（道悦）

ケンチャンズ（東町）

東風（東町）

岸町ジーバ（岸町）

岸町ウインズ（岸町）

東雲（東町）

岸町チャレンジャー（岸町）

岸町コスモス（岸町）

Aブロック Bブロック
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「
防
犯
・
防
火
」
の
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
、

六
合
小
学
校
・
六
合
東
小
学
校
の
児
童
が
三
人
一
組

で
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
等
、
暖
房
器
具
の
取
扱
い
や
火
元
に
は

十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

静
岡
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

功
労
章

　
　
　
　

部　

長　
　

園
田
孝
寿

　
　
　
　

班　

長　
　

高
田
浩
嗣

　

十
五
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　

部　

長　
　

園
田
孝
寿

　
　
　
　

班　

長　
　

高
田
浩
嗣

十
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　

班　

長　
　

桜
井
一
範

　
　
　
　
　

団　

員　
　

鈴
木
成
彰

　
　
　
　

団　

員　
　

松
野
友
宏

　
　
　
　

団　

員　
　

増
田
喜
久

静
岡
県
消
防
協
会
志
太
支
部
長
表
彰

特
別
功
労
章

　
　
　
　

班　

長　
　

粕
谷
利
明

　
　
　
　
　

班　

長　
　

曽
根
一
也

功
労
章

　
　
　
　

団　

員　
　

山
本
邦
喜

　
　
　
　

団　

員　
　

杉
村
誠
広

　
　
　
　

団　

員　
　

大
石
貴
文

　

五
年
勤
続
章

　
　
　
　

団　

員　
　

藤
井
克
弘

　
　
　
　
　

団　

員　
　

松
浦
智
一

　
　
　
　
　

団　

員　
　

杉
村
朋
巳

　
　
　
　
　

団　

員　
　

大
塚
章
生

消
防
団
団
長
表
彰

優
良
団
員
章

　
　
　
　

団　

員　
　

櫻
井
雅
尚

新
年
恒
例
消
防
出
初
式
が
一
月
四
日
㈪

島
田
球
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
島
田
駅
前
よ
り
プ
ラ
ザ
お
お
る

り
ま
で
パ
レ
ー
ド
に
て
移
動
し
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
地
元
四
分
団
か
ら
十
六
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

子
供
消
防

子
供
消
防
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六
合
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
大
会
が
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日
㈰
に
六
合
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
、
百
四
十
一
名
と
い
う
昨
年
を
上
回
る
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
と
老
人
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
大
塚
明
様
に
よ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の

運
営
に
つ
い
て
の
講
演
、
六
合
交
番
の
上
原
交
番
長
に
よ
る
交
通
事
故
・
振
り
込
め
詐
欺
等
お
年

寄
り
の
身
近
に
あ
る
危
険
に
つ
い
て
、
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
各
ク
ラ
ブ
の
普
段
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
発
表
が
あ
り
、
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

六
合

地
区
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
大
会

六
合

地
区
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
大
会
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毎
年
行
わ
れ
て
い
た
レ
ク
部
主
催
の

「
親
子
マ
ス
釣
り
大
会
」
が
今
年
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
影
響
で
実

施
で
き
ず
、
代
わ
り
に
二
月
七
日
㈰

約
六
十
名
余
の
親
子
の
参
加
を
得
て
、

「
親
子
凧
作
り
・
凧
揚
げ
大
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
ロ
ク
テ
ィ
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
敷
か
れ
、
参
加
し
た

親
子
は
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
、
立

派
な
凧
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
移
動
し
て
東
町
大
井
川

河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
で
、
雲
一つ
な
い
大
空

へ
凧
を
高
く
揚
げ
て
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
温
か
い
甘
酒
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
心
も
体
も
ほ
か
ほ

か
に
な
り
ま
し
た
。

澄
み
き
っ
た
青
空
に
浮
か
ぶ
凧
や
、

家
族
と
笑
顔
で
凧
揚
げ
を
し
て
い
る

様
子
を
見
て
、
こ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
な
、
と
感
じ
た一
日
で
し
た
。

普段孫とふれあう機会がないので、今日は来てよかった。
自分の思うような絵が描けなかった。楽しかった。
また来年やったら来たい！

（おじいちゃん・おばあちゃん・小3女の子・小1男の子）

凧を作ったのは初めて。ちょっと失敗したけど楽しかった。
凧がうまく揚がるか不安だったけど、よく揚がった。
お母さんでも凧作りができてよかった。

（お母さんと小3女の子）

参加者の声

親
子
凧
作
り
・
凧
揚
げ
大
会

親
子
凧
作
り
・
凧
揚
げ
大
会

親
子
凧
作
り
・
凧
揚
げ
大
会


